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 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。

 ２０１８年度第１四半期決算概要につき、ご説明申し上げます。
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 最初に、今回の決算発表のポイントです。

 昨年度から引き続き、

２０１８年度第１四半期も、「増収増益」となりました。

 売上高は、

オートモーティブやエナジーなどの成長が、

エアコン、AVCの販売苦戦をカバーし、大きく増収。

 営業利益、純利益は、

車載電池の立ち上げ費用や、原材料高騰の影響があったものの、

堅調に推移するプロセスオートメーションやインダストリアル、

土地売却益などの一時益も寄与し、増益となりました。
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 第１四半期の連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は２兆 ８７億円で、前年比１０８％の増収、

 営業利益は、１，０００億円で、１６１億円の増益、

純利益は、５７４億円で、８６億円の増益となりました。
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 こちらは、「売上開示事業単位」での、売上高の増減要因です。

 エアコンは、アジア等で販売が落ち込み、ＡＶＣも減収となりました。

 一方、

オートモーティブは、グローバルでの堅調な自動車販売を受けて、

インフォテインメント事業が好調に推移、

 エナジーは、車載電池の販売が大きく成長しました。

 また、プロセスオートメーションは、

実装機や溶接機への強い需要を背景に、増収。

 インダストリアルは、

車載・産業分野向けの販売が伸び、増収となりました。
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 次に、営業利益の要素別増減要因です。

 売上成長に伴う増販益が、４６７億円となりました。

 固定費は、車載電池事業の拡大などにより、

２３０億円増加しております。

 また、原材料の時価評価損や価格高騰影響により、

１９３億円の悪化、

 為替影響は、２６億円悪化しました。

 その他損益は、土地売却益などにより１４３億円改善し、

 全体では、

１６１億円増益の１，０００億円となりました。
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 こちらは、「売上開示事業単位」での増減要因です。

 エナジーは、車載電池工場の立ち上げ費用により減益、

 エアコンは、減販損等により減益となりました。

 一方、販売が堅調に推移した

プロセスオートメーション、インダストリアルなどでは、

増益となりました。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりです。

詳細は、次のページ以降で説明いたします。
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 アプライアンス 製販連結ベースです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比９９％となりました。

 中国では、eコマース販売が好調に推移し増収であった一方、

エアコン事業がアジアなどで苦戦、

AVCも減収となり、全体では、ほぼ前年並みとなりました。

 営業利益は、

エアコンの減販損や、原材料高騰、為替影響を、

中国での増販益や、家電のプレミアム化推進、

合理化の取り組みでカバーできず、

全体では減益となりました。

 原材料については、価格が安定しつつあることから、

第２四半期以降、高騰の影響額は縮小していく見通しです。

 足元は、厳しい環境ではありますが、

好調に推移する中国等で販売を伸ばすとともに、

合理化や固定費管理の強化を進め、

第２四半期以降の増益に取り組んでまいります。



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 8

 次に、エコソリューションズです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比1０６％となりました。

 松村組の新規連結の影響に加え、

インド、中国などの重点地域における電材事業の増販や、

パナソニック ホームズの分譲事業等が堅調に推移し、

増収に貢献しました。

 営業利益は、

パナソニック ホームズや、

海外電材事業拡大などに向けた先行費用により、減益となりました。
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 続いて、コネクティッドソリューションズです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比１１１％となりました。

 プロセスオートメーションは、

自動車産業向けの実装機や溶接機が好調に推移し、

大幅な増収となりました。

 モバイルソリューションズは、

北米、欧州、国内向けのパソコン事業が堅調に推移し、増収、

 ＰＳＳＪは、パソコンや物流・流通業界向けの販売が伸長し、

増収となりました。

 営業利益は、

プロセスオートメーション、モバイルソリューションズ、

ＰＳＳＪの増販益や、

メディアエンターテインメントの機種構成良化により、

増益となりました。
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 最後は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比１１１％、

インフォテインメントや車載電池事業が牽引し、

増収となりました。

 営業利益については、

インダストリアルの、

増販益や合理化等による収益改善があったものの、

北米車載電池工場の立ち上げ費用等により、

全体では減益となりました。
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 オートモーティブの売上は、

国内・欧米カーメーカー向けが堅調に推移した

インフォテインメント、 ADAS、

充電器等の電動化関連が成長しました。

営業利益は、開発費等の固定費が増加しましたが、

増販効果により、全体では増益。

 エナジーの売上は、車載電池の販売が

円筒形・角形ともに大きく伸長、

蓄電システムの販売も拡大し、増収となりました。

営業利益は、立ち上げ費用の増加等により、減益となりました。

 インダストリアルの売上は、

車載・産業分野向けデバイスが堅調に推移し増収。

営業利益は、増販効果に加え、収益改善や

一時収益も寄与し、増益となりました。
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 ご説明は以上となります。

 第１四半期は、

車載電池の先行費用の増加に加え、

家電販売は厳しい状況となりました。

 第２四半期以降では、

車載電池事業の販売が拡大し、下期には増益を牽引する見通しであり、

また、合理化、固定費の管理を一層強化します。

 今後も、全社一丸となり、年間公表値達成に向けて、

取り組んでまいります。

 当社への一層のご理解とご支援をお願いいたします。
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